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地域医療と地域戦略

私の考えている地域医療とは？
①地域で必要とされることを、いかに継続
的・恒久的に進めていけるか！
②地域の状況や首長さん等の方針が変わってい
くことに対しても、いかに対応していくか！

↓
おのずと視点は、

この地域で足りないものは何か？
今後必要になってくるものは何か？ に



地域医療とNDC

・地域での医師不足に対して、医師を集める
のが難しい

・地域医療での患者さんと医師の関係構築が
できてしまうと医師の交代等により、収入等
の増減や医療体制変化の幅が大きい

↓
NDCを地域医療に導入することにより

医師が交代しても代診できても
地域医療体制の継続を目指す。



地域での難点

②地域でNDCを目指す人材を探し出すこと

↓
職員や地域に何を目指して、

具体的に何をしていこうとしているか説明
そして、費用を捻出

①小さい診療所で養成するための費用不足

↓
職員内やあらゆる地域の方に声をかけることで

職員の兄弟で救急認定看護師で
興味を持っていてくれる方を発見



本年6月末に私がコロナ感染した時に

本年6月末に私自身が
コロナに感染してしまい
10日間の自宅療養に入りました。
その間に、胃ろう交換予定が

3件入っていました。
予定変更もすることなく、NDC

が他の医師同席により交換。



次の特定看護師を育てる！

自分や本院特定看護師の向上

全職員のモチベーション向上

他の施設とのつながり作り



今後、目指すべきこと！
①特定行為による保険点数化
②特定行為の拡張
③米国等の「ナース・プラクティショ
ナー」のようなNP制度の創生

↓
離島や山間部地域の医師不在地域で
医師と遠隔相談しながら地域医療に貢献
できる日本を目指して！



ご清聴いただき
ありがとう
ございました。


